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しどの程度殿認識をもち,どのような治療を望んでいる

のかを知る機会は榛めて少ない.当料では平成3年より

村松町と同医師会の要請で年1回住民に乳癌L･り講演会を,

平成後年より同時をこ検診も行ってきた.平成5年12月検

診iこ参加した48人よりアンJ･r一･一卜の回答を得た.検診は

必要 摘5/48)と考え,検診の方法も知っている (39/48)

と答えた人は多かったが,毎月自己検診襲施著は3人の

みであった.また早期乳癌の予後のよいことに知識のあ

る人 (43掬8),乳癌の曜患率の増加を知っている入 (46/

48)は多かった.乳房温存手術や縮小手術を是非受けた

いとの希望 (35/覗),病名の告知に肯定的な入 (嶺5/48)

も高齢層をこ至るまで多く診療上配慮すべき資料と考えら

れた.

8)術前 PTCA を施行 した消化器疾患手術例
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術前に経在的冠動脈拡張術 LIyrCA)を施行した消化

器疾患手術を3例経験 したので報告する.

症例は胃憩室.下部食道癌.直腸癌の3例で,心臓七

千一テノL検査Eこて症例 1, 2は右冠動脈､症例3は回施

枝に有意狭窄を認めたため PTCA 後手術を施行した.

3症例とも間術期iこ心筋虚血に伴う症状,心電図変化

はなく術後経過は良好であった.冠動脈疾患を有する症

例iこ対 し問術期管理の上で PTCA は非常に有用であっ

た.

9)縦隔陸将 102手術例の検討
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1980年かL､11993年までに当科で手術を施した l()2例

の縦隔膜壕を対象とし,外科治療上の問題点を検討した.

縦隔膜喝は.胸腺腫蒔43例 (429Jと立 神経性陣場20侍り(20

703

001,その他の膝塙39倒 し38.9/b')と大別でき,その他の

腫壕では,気管支蕪腫14例が最も多か一一t=.悪性膝癌は

lO2例中29例 (279｡)で.胸腺腫壕が29例中21例 (83%)

と大部分を占めていた.他所かF'の縦隔 りンべ節転移2

例を除 く.原発性の悪性縦隔腫壕(')手術は.試験開胸9

帆 (.33961.根治手術18便り(660r占)で.18例中12例 (66

06/)は合併切除を要Lた. しかし,積極的に合併切除を

施したにもかかわ上て)ず,再発率は高く.補助療法の重要

性が示唆された.

10)DORV,CoA,PDA.MS.PH,Shone
症候群の 1手術例
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症例は8才女児,生後 1カ月初めて心雑音を指摘され

経過観察されてし､た.7才時心:.:-二トー,心臓1)千一:+/L

検査i･こより DORV,CoA,Pl)A,MS.PH.Shone

症候群と診断され PI)A 結艶 CoA障徽 PAbanding

と肺生検を施行された.肺生検では Ileath-Edward i

度であり.8才時iL二心内修復手術を施行 した. VSD は

SutxlOIliety畔 で,paracheutmitralvalvesupraallnuli汀

ridgeを認めたが,僧帽弁【二1は十分な大きさがあり,VSr)

pこItChClosure,PAdebandingを施行した.術中右室

町 土50-mmHg と低下し.術後経過は順調であった.

ll) うっ血 性 心 不全を呈 した乳児肺分画症兼動

脈管開存症の 1手術例

平塚 雅英 ･大和 靖
渡辺 弘 ･下山 雅朗
江口 昭治 (新潟大学第二外科)

早産で胎児仮死の診断で入院 した 1,114g の極小未

熟児が,高流量肺葉内肺分画症兼動脈管開存症でうっ血

性心不全を星し.抜管困難であったが,71生日 (体重 1,370

冒)で(')左下葵切除と動脈管結集術を施行し良好な結果

を得た.心不全症状を呈する肺分画症の報告は稀で文献

的には世界で逢例田と思われる.


